
これまでに取り上げた質問項目を整理します 
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お手にとって頂きありがとうございます。  
見える議員活動を目指し、限られた部数ではありますが、 

自らの足で広くポスティグ致しております。 
経費削減の為、封筒等は使用せずポスト投函させて頂きます。 

平日10時～12時／　　
13時～16時の内、　
小野市役所５階の談話
室にて。小野市内での
生活について幅広く　
意見交換させて頂けれ
ば嬉しいです。 
 
詳しくは、 
「平田まみ　市政カフェ」
で検索下さい。 

インターンシップ募集 
 
短期間インターンシッ
プを通して議員の仕事
に触れてみませんか？ 
 
参加費：無料 
対象年齢：高校生以上
（高校生の方は保護者
の同意が必要です）、
社会人も可能。 
 
期間等はご相談の上、
ご対応させて頂きます。
 
お問い合わせは、 
hiratamami0128        
               @gmail.com  
までお願い致します。 
 

適切な情報発信と市民間協働のまち

・ソーシャルメディアの活用について 
・市民との協働によりまちづくりについて 
・ICT政策について  
・情報発信について

お互いに認め合い尊重し合えるまち
・障がい者と健常者の共生社会への取組について 
・性的マイノリティへの支援について 
・採用に係る色覚検査について

安全安心の誇れるまち

・防災と災害時の対応に 
　ついて 
・ペットの防災対策に 
　ついて 
 
　　　　・防犯灯設置に 
　　　　　ついて 
　　　　・空き家バンク 
　　　　　制度について  
　　　　・地場産業に 
　　　　　ついて

移動支援で元気なまち
・らんらんバス観光ルートについて 
・公共交通（バス）におけるパーク・アンド・ライドの整備について 
・コミュニティバス運行事業経費について

・保育料の助成について  
・４歳５歳児の幼児教育・保育の保護者負担軽減について 
・児童館について 
・障がい児保育について  
・不妊、不育症相談について 
・定期予防接種について  
・歯科検診事業の充実について 
・夜間、休日の小児医療体制について 
・青少年の健全育成について 
・英語教育について 
・２０２０年の教育改革に向けた取組について 
・幼稚園の魅力アップについて 
・保幼小連携について 
・スポーツ振興について 
・子育て家庭における母親の就労について 
・男女共に働きやすい体制づくりについて

子育て支援と教育、子育て世代の働く環境を整えよう！



 

公開する 
情報提供に努め 
日々の活動を 
お知らせします

1
つながる 

on-line/off-lineともに 
会える議員を 
目指します

2
共に考える 
市政cafeでの 
意見交換を通じ 
共に考えます

3

平田まみの姿勢

市政カフェ等をご検討の皆様に、平田まみの空いている時間帯をインターネット上のカレンダーで公開して
います。☞「平田まみ　閲覧カレンダー」と検索ください。

議員と語ろう会 
同世代の議員が集まり、カジュアルな雰囲気で  

”政治”や”議員の仕事”について参加者の方と 

意見交換をする会に参加させて頂きました。 
各地域で奮闘する同世代の地方議員の想いに触れ、 

私自身にとっても学びの機会となりました。

おの女性防災グループ「クローバー」に所属し、活動させて頂いています。 

クローバーは、防災を切りくちに男女共同参画の視点で超少子高齢社会を支え合うために、地域の仲間
づくりを行うことを目的に活動しています。 

これまで、寺子屋や託児室、エクラでのイベントに出向き、子どもたちや親子と一緒に牛乳パックとお
菓子で作る防災バッグの講座を開くなど、子どもたち自身も万が一に備え少しでも自分の身を守り、自
宅に戻ってからご家族の皆さんで防災について話し合うきっかけになればという想いで活動してきまし
た。 

今後も子どもや親子を対象にした防災バッグ作りに加えて、消防署の職員さんにご協力頂き、小児・ 
乳児・新生児に対する心肺蘇生法、AED使用方法、応急手当などの講習を通じて、子育て中の方々が日
頃から防災に関して意識を持ち、地域で繋がっていくための取り組みを、クローバーの一員として考え
ていきたいと思います。 

JAさんで市民農園をお借りして、2017年より 
家族で家庭菜園を始めました。なかなか時間が 
取れず、夫頼みな部分もありますが、農作業の 
大変さを身に染みて体感し、収穫の喜びや 
自分たちで育てた野菜の美味しさを知りました。 
また、大切に育てた野菜がヌートリア等に 
食べられてしまう悲しさも経験しました。 


